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連絡先 林  大蔵 後援会 事務所／
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お名前（ふりがな） ご自宅住所
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□ 林 大蔵の政治活動用電子メール（選挙期間中にあっては、　    選挙運動用電子メール）を受信することに同意いたします。
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■生年月日／昭和44年1月21日（54歳）
　（第62代～第63代広島県議会議長 林 正夫 次男）
■経歴／広島市立千田小学校・広島市立国泰寺中学校・山陽高等学校・
　九州共立大学中退・広島修道大学大学院（人文科学研究科社会学専攻 　
　修士課程修了）
　株式会社イトー勤務
■座右の銘／有尽無報（尽くすありて報いなし）

広島県のさらなる飛躍に向け、
新たな挑戦を始めます。

活気あふれる広島県へ！  林だいぞうの約束

教 育 福 祉経 済
産 業

子どもの可能性を引き出し
誰ひとり取り残さない
教育環境の充実。

高齢者の健康寿命を延ばし
いきいき暮らせる
医療・介護体制の整備。

広島都市圏の一体的発展と
地域スポーツによる
まちづくりや活性化。

• 広島県議会議員（１期）
　（会派）自由民主党広島県議会議員連盟
　（常任委員会）警察・商工労働委員会　委員長
　（特別委員会）国際平和・観光振興対策特別委員会　副委員長
 　　広島都心エリア活性化推進特別委員会　委員
 　　議会運営委員会　委員

• 千田学区社会福祉協議会　顧問
• 広島市立国泰寺中学校同窓会　会長
• 千田学区子ども会　会長
• 広島市立千田小学校　元PTA会長
• 学校法人広島山陽学園　特任理事・評議員
• 広島県私立幼稚園振興議員連盟　委員
• 広島県生活衛生適正化審議会　委員
• 広島県定時制通信教育振興会　副会長
• 広島県生活衛生同業組合　顧問
• 広島市水泳連盟　会長
• 広島中央リトルシニアリーグ　会長
• 広島少年ソフトボール連盟　相談役
• 広島県ミニテニス協会　会長
• 一般社団法人広島青年会議所　特別会員
　（令和5年3月現在）

広島県議会議員（広島市中区）自民党

広島県議会議員

広島市中区にお住まいのご親戚、ご友人、
お知り合いをご紹介ください。

紹介者カード

物価高
対　策

中小企業
支　援

感染症
対　策

そして、さらなる飛躍へ。

県民の生活を守るとともに
地域の実情に応じた支援を。

中小企業の活性化を促し
雇用創出、活力ある地域社会を。

迅速な対応で県民のいのちを守り
経済活動との両立を図る。


